
議案第 81号  

 

   令和６年度南九州市一般会計補正予算（第７号）  

 

 令和６年度南九州市の一般会計補正予算（第７号）は，次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

第１条  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 432,376千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ 31,203,187千円とする。  

２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は，「第１

表  歳入歳出予算補正」による。  

（繰越明許費）  

第２条  地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 213条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することが

できる経費は，「第２表  繰越明許費」による。  

 （債務負担行為の補正）  

第３条  債務負担行為の追加は，「第３表  債務負担行為補正」による。  

 （地方債の補正）  

第４条  地方債の変更は，「第４表  地方債補正」による。  

 

令和６年 12月３日提出  

 

南九州市長   塗  木  弘  幸     

 

（提案理由）  

 川辺文化会館の空調設備熱源改修工事に要する経費及び前年度の事業実績に基づく国・県支出金の精算返

還金並びに当面に要する経費について補正しようとするものである。  
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１　追加 （単位：千円）

款 項 事 業 名 金 額

２　総務費 １　総務管理費 川辺文化会館管理費 77,295

７　土木費 ４　港湾費 一般経費（港湾管理費） 7,300

第　２　表　　　繰　 越 　明 　許　 費
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（単位：千円）

法改正に伴う振り仮名通知書作成業務委託 令和７年度 4,722

スクールバス運行業務委託　霜出小学校（浮辺地 令和７年度 13,684

区・松ヶ浦地区）

第　３　表　　債　務　負　担　行　為　補　正

１　追加

事             項 期    　　   間 限　　　度　　　額

スクールバス運行業務委託　川辺小学校（神殿地 令和７年度 17,600

区・田代地区）

スクールバス運行業務委託　別府小学校（松原地 令和７年度 6,977

区）

中学校通学バス運行業務委託 令和７年度から令和９年度まで 441,890千円

税額及び地方消費税額等の増減額を加算した額

に金利変動，物価変動及び税制度の変更並びに消費
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１　変更

限度額 起債の方法 利率 償還の方法 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

千円 ％ 千円 ％

過疎対策事業 1,625,000 1,620,000

公共施設等適正管理推進事業 7,000 7,600

計 4,480,537 4,476,137

第　４　表　　　地　方　債　補　正

起債の目的
補正前 補正後

証書借入
又は

証券発行

年3.5％以内
（ただし，利率
見直し方式で借
り入れる政府資
金，銀行その他
の資金につい
て，利率の見直
しを行った後に
おいては，当該
見直し後の利
率）

政府資金は，そ
の貸付条件によ
り，銀行その他
の資金について
は，債権者との
協定によるもの
とする。ただ
し，財政上の都
合により据置期
間中であっても
繰上償還し，償
還年限を短縮
し，又は低利債
に借換えること
ができるものと
する。

変更なし 変更なし 変更なし
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一般会計補正予算（第７号）に関する説明書
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１．一般職

（１）総　括

　備考　（　）内は，短時間勤務職員について外書きしたもの。

541

1,302,248

比 較 0 0 0 0 △ 53 △ 44

1,302,789

補 正 前 281,705 306,785 600 32,832 78,711 65,818

(千円)

補 正 後 281,705 306,785 600 32,832 78,658 65,774

会計年度任用
職員勤勉手当 計

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

0 0 0

区 分
勤 勉 手 当 地 域 手 当

退 職 手 当
組合負担金

単身赴任手
当

児 童 手 当
会計年度任用
職員期末手当

562 11,484 322,952

比 較 0 0 0 0 638

562 11,484 322,952

補 正 前 47,528 30,491 27,557 435 94,788 0

(千円) (千円) (千円)

補 正 後 47,528 30,491 27,557 435 95,426

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

特殊勤務手当
時 間 外
勤 務 手 当

宿日直手当
管 理 職

特別勤務手当
管理職手当 期 末 手 当

478 △ 12 466
(0)

職員手当の内訳

区 分
扶 養 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当

3,164,181 600,503 3,764,684
(258)

比      較
0

△ 54 △ 9 541

600,491 3,765,150

(人)

(258)

補 正 前
368

389,578 1,472,355 1,302,248

補 正 後
368

389,524 1,472,346 1,302,789 3,164,659

区 分
職 員 数

給 与 費
共 済 費

(千円)

合 計
備 考報 酬 給 料 職 員 手 当 計

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

給　 与　 費　 明　 細　 書
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　ア　会計年度任用職員以外の職員

　備考　（　）内は，再任用短時間勤務職員について外書きしたもの。

638

1,157,719

比 較 0 0 0 0

1,158,357

補 正 前 281,705 306,785 600 32,832

(千円)

補 正 後 281,705 306,785 600 32,832

計

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

0 0

区 分
勤 勉 手 当 地 域 手 当

退 職 手 当
組合負担金

単身赴任手
当

児 童 手 当
会計年度任用
職員期末手当

会計年度任用
職員勤勉手当

11,484 322,952

比 較 0 0 0 0 638 0

11,484 322,952

補 正 前 47,528 30,491 27,557 435 94,788 562

(千円) (千円)

補 正 後 47,528 30,491 27,557 435 95,426 562

管 理 職
特別勤務手当

管理職手当 期 末 手 当

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

(0)

職員手当の内訳

区 分
扶 養 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当 特殊勤務手当

時 間 外
勤 務 手 当

宿日直手当

(12)

比      較
0

△ 9 638 629 △ 12 617

(12)

補 正 前
368

1,472,355 1,157,719 2,630,074 487,925 3,117,999

(千円) (千円)

補 正 後
368

1,472,346 1,158,357 2,630,703 487,913 3,118,616

給 料 職 員 手 当 計
(人) (千円) (千円) (千円) (千円)

区 分
職 員 数

給 与 費
共 済 費 合 計

備 考報 酬
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　イ　会計年度任用職員

　備考　（　）内は，パートタイム会計年度任用職員について外書きしたもの。

（２）給料及び職員手当の増減額の明細

・時間外勤務手当

△53 ・勤勉手当

会計年度任用職員
△44・期末手当

職員手当 541

制度改正による増減分 0

その他の増減分 541

会計年度任用職員以外の職員 災害復旧業務の遂行に伴う
増

執行不用見込みによる減

638

給 料 △ 9
制度改正による増減分 0

その他の増減分 △ 9 執行不用見込みによる減

△ 97

区　分
増減額 増減事由別内訳

説　　　　　明 備　　　　　考
(千円) (千円)

144,529

比 較 △ 53 △ 44

144,432

補 正 前 78,711 65,818

(千円)

補 正 後 78,658 65,774

計

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

区 分
勤 勉 手 当 地 域 手 当

退 職 手 当
組合負担金

単身赴任手
当

児 童 手 当
会計年度任用
職員期末手当

会計年度任用
職員勤勉手当

比 較

補 正 前

(千円) (千円)

補 正 後

管 理 職
特別勤務手当

管理職手当 期 末 手 当

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

(0)

職員手当の内訳

区 分
扶 養 手 当 住 居 手 当 通 勤 手 当 特殊勤務手当

時 間 外
勤 務 手 当

宿日直手当

(246)

比      較
0

△ 54 △ 97 △ 151 0 △ 151

(246)

補 正 前
0

389,578 144,529 534,107 112,578 646,685

(千円) (千円)

補 正 後
0

389,524 144,432 533,956 112,578 646,534

職 員 手 当 計
(人) (千円) (千円) (千円) (千円)

区 分
職 員 数

給 与 費
共 済 費 合 計

備 考報 酬 給 料
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（単位：千円）

１ 11,024,740 12,490,169 4,715,600 1,269,319 15,936,450

(1) 総 務 113,112 300,534 2,268,900 5,490 2,563,944

(2) 衛 生 14,768 11,814 106,200 3,769 114,245

(3) 農 林 水 産 31,310 22,293 1,600 7,386 16,507

(4) 商 工 368

(5) 土 木 229,671 243,081 52,500 27,822 267,759

(6) 公 営 住 宅 640,948 718,319 4,200 37,337 685,182

(7) 消 防 1,121,040 1,144,269 69,800 41,745 1,172,324

(8) 教 育 1,533,944 1,545,031 424,500 118,931 1,850,600

(9) 過 疎 7,339,579 8,504,828 1,787,900 1,026,839 9,265,889

２ 225,230 210,145 120,100 39,498 290,747

(1) 土 木 等 203,654 189,581 112,500 36,267 265,814

(2) 農 林 水 産 21,576 20,564 7,600 3,231 24,933

３ 7,139,131 6,476,571 32,637 671,165 5,838,043

(1) 減 税 補 て ん 債 19,148 10,559 5,613 4,946

(2) 臨 時 税 収 補 て ん 債

(3) 臨 時 財 政 対 策 債 7,063,533 6,412,654 32,637 659,665 5,785,626

(4) 減 収 補 て ん 債 56,450 53,358 5,887 47,471

18,389,101 19,176,885 4,868,337 1,979,982 22,065,240

災 害 復 旧 債

そ の 他

合 計

普 通 債

地方債の前々年度及び前年度末における現在高並びに当該年度末における現在高の見込みに関する調書

区　　　　分

前 々 年 度 末 前 年 度 末 当 該 年 度 中 増 減 見 込 当 該 年 度 末

当 該 年 度 中 当該年度中元金

現 在 高 現 在 額 起 債 見 込 額 償 還 見 込 額 現 在 高 見 込 額
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（単位：千円）

期間 金額 期間 金額 国県支出金 地方債 その他

法改正に伴う振り仮名通知書作成 4,722 令和７年度 4,722 4,722

業務委託

スクールバス運行業務委託　川辺小 17,600 令和７年度 17,600 17,600

学校（神殿地区・田代地区）

スクールバス運行業務委託　別府小 6,977 令和７年度 6,977 2,386 4,591

学校（松原地区）

スクールバス運行業務委託　霜出小 13,684 令和７年度 13,684 5,131 8,553

学校（浮辺地区・松ヶ浦地区）

中学校通学バス運行業務委託 441,890千円に金 令和７年度から 441,890千円に金 441,890千円に金

利変動，物価変 令和９年度まで 利変動，物価変 利変動，物価変

動及び税制度の 動及び税制度の 動及び税制度の

変更並びに消費 変更並びに消費 変更並びに消費

税額及び地方消 税額及び地方消 税額及び地方消

費税額等の増減 費税額等の増減 費税額等の増減

額を加算した額 額を加算した額 額を加算した額

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額

又は，支出額見込及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

事項 限度額

前年度末までの

支出（見込）額

当該年度以降

の支出予定額

左の財源内訳

特定財源
一般財源

-31-



.

-32-



議案第 82号  

 

   令和６年度南九州市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）  

 

 令和６年度南九州市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は，次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

第１条  事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 31,656千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ 5,672,562千円とする。  

２  事業勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は，「第１表  歳入歳出予算補正（事業勘定）」による。  

 

 

  令和６年 12月３日提出  

 

南九州市長   塗  木  弘  幸     

 

 

 

 

（提案理由）  

 前年度決算に基づく県支出金の精算返還金について補正しようとするものである。  
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国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）に関する説明書
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議案第 83号  

 

   令和６年度南九州市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）  

 

 令和６年度南九州市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は，次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

第１条  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,774千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ 699,074千円とする。  

２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は，「第１

表  歳入歳出予算補正」による。  

 

 

令和６年 12月３日提出  

 

南九州市長   塗  木  弘  幸     

 

 

 

 

 

（提案理由）  

 前年度決算に基づく一般会計繰出金等に要する経費について補正しようとするものである。  
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後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に関する説明書
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議案第 84号  

 

   令和６年度南九州市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）  

 

 令和６年度南九州市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は，次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

第１条  保険事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 20,157千円を減額し，歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ 5,776,422千円とする。  

２  保険事業勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は，「第１表  歳入歳出予算補正（保険事業勘定）」による。  

 （債務負担行為）  

第２条  地方自治法第 214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は， 

「第２表  債務負担行為」による。  

 

令和６年 12月３日提出  

 

南九州市長   塗  木  弘  幸     

 

 

（提案理由）  

 低所得者保険料軽減負担金の減額に伴う介護給付費準備基金積立金及び当面に要する経費について補正し

ようとするものである。  
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（単位：千円）

第　２　表　　債　務　負　担　行　為

事             項 期    　　   間 限　　　度　　　額

公用車リース料 令和７年度から令和８年度まで 389千円

に金利変動，物価変動及び税制度の変更並びに消費

税額及び地方消費税額等の増減額を加算した額
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介護保険事業特別会計補正予算（第２号）に関する説明書
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)

(
)
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（単位：千円）

期間 金額 期間 金額 国県支出金 地方債 その他

公用車リース料 389千円に金 令和７年度から 389千円に金 146千円に金 138千円に金 105千円に金

利変動，物価変 令和８年度まで 利変動，物価変 利変動，物価変 利変動，物価変 利変動，物価変

動及び税制度の 動及び税制度の 動及び税制度の 動及び税制度の 動及び税制度の

変更並びに消費 変更並びに消費 変更並びに消費 変更並びに消費 変更並びに消費

税額及び地方消 税額及び地方消 税額及び地方消 税額及び地方消 税額及び地方消

費税額等の増減 費税額等の増減 費税額等の増減 費税額等の増減 費税額等の増減

額を加算した額 額を加算した額 額を加算した額 額を加算した額 額を加算した額

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額

又は，支出額見込及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

事項 限度額

前年度末までの

支出（見込）額

当該年度以降

の支出予定額

左の財源内訳

特定財源
一般財源
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議案第 85号  

 

令和６年度南九州市水道事業会計補正予算（第３号）  

 

 （総則）  

第１条  令和６年度南九州市水道事業会計の補正予算（第３号）は，次に定めるところによる。  

（資本的収入及び支出の補正）  

第２条  令和６年度南九州市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 54,375千円は，当年度分

損益勘定留保資金で補填するものとする。）  

     （科目）        （既決予定額）     （補正予定額）        （計）  

   収  入  

 第１款  資本的収入      １２９，２５０千円    １８，１２５千円    １４７，３７５千円  

  第２項  補助金         ８，７５０千円    １８，１２５千円     ２６，８７５千円  

   支  出  

 第１款  資本的支出      ３８４，０３１千円    ７２，５００千円    ４５６，５３１千円  

  第１項  建設改良費     ２３８，１０５千円    ７２，５００千円    ３１０，６０５千円  

 （繰越明許費）  

第３条  地方公営企業法第 26条第１項の規定により，翌年度に繰り越して使用することができる経費は，次

のとおりとする。  

款  項  事業名  金額  

１  資本的支出  １  建設改良費  １  拡張費  ７２，５００千円   
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 （たな卸資産の購入限度額の補正）  

第４条  予算 10条に定めたたな卸資産の購入限度額を次のとおり補正する。  

     （科目）        （既決予定額）     （補正予定額）        （計）  

たな卸資産購入費      ６，０００千円     １，０００千円      ７，０００千円  

 

令和６年 12月３日提出  

 

南九州市長   塗  木  弘  幸     

（提案理由）  

 青戸地区遠方監視装置設置工事に要する経費及びたな卸資産の購入限度額について，補正しようとするも

のである。  
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補正予算（第３号）に関する説明書
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（収　　　入）

款 備　　　　　　考

千円 千円 千円

１ 資本的収入 １２９,２５０ １８,１２５ １４７,３７５

２ 補 助 金 ８,７５０ １８,１２５ ２６,８７５

１ 補 助 金 ８,７５０ １８,１２５ ２６,８７５

（支　　出）

款 備　　　　　　考

千円 千円 千円

１ 資本的支出 ３８４,０３１ ７２,５００ ４５６,５３１

１ 建 設 改 良 費 ２３８,１０５ ７２,５００ ３１０,６０５

１ 拡 張 費 ４４,３５５ ７２,５００ １１６,８５５

補正予定額 計

補正予定額 計

資　本　的　収　入　及　び　支　出

項 目 既決予定額

項 目 既決予定額

   令 和 ６ 年 度 南 九 州 市 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 （第 ３ 号） 実 施 計 画
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目 節 既決予定額 補正予定額 計
千円 千円 千円

１ 資 本 的 収 入 １２９,２５０ １８,１２５ １４７,３７５

２ 補 助 金 ８,７５０ １８,１２５ ２６,８７５

１ 補 助 金 ８,７５０ １８,１２５ ２６,８７５

補 助 金 ８,７５０ １８,１２５ ２６,８７５

目 節 既決予定額 補正予定額 計
千円 千円 千円

１ 資 本 的 支 出 ３８４,０３１ ７２,５００ ４５６,５３１

１ 建設改良費 ２３８,１０５ ７２,５００ ３１０,６０５

１ 拡 張 費 ４４,３５５ ７２,５００ １１６,８５５

工 事 請 負 費 ４１,０００ ７２,５００ １１３,５００ 青戸地区遠方監視装置設置工事

款 項 備   　　　　　　　　考

生活基盤施設耐震化等補助金

（資本的支出）

令和６年度　南九州市水道事業会計補正予算（第３号）説明書
（資本的収入）

款 項 備   　　　　　　　　考
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議案第 86号  

 

令和６年度南九州市公共下水道事業会計補正予算（第２号）  

 

 （総則）  

第１条  令和６年度南九州市公共下水道事業会計の補正予算（第２号）は，次に定めるところによる。  

（収益的支出の補正）  

第２条  令和６年度南九州市公共下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的支出の

予定額を次のとおり補正する。  

       （科目）      （既決予定額）     （補正予定額）       （計）  

        支出  

 第１款  下水道事業費用    １５１，１１７千円    ２，２４５千円    １５３，３６２千円  

  第１項  営業費用      １３９，６８８千円    ２，２４５千円    １４１，９３３千円  

 

 

令和６年１２月３日提出  

 

南九州市長   塗  木  弘  幸     

（提案理由）  

 知覧中央浄化センターの濃縮汚泥貯留槽の清掃作業が必要となったため，所要の経費について補正しよう

とするものである。  
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補正予算（第２号）に関する説明書

-66-



（支　　出）

款 備　　　　　　考

千円 千円 千円

１ 下水道事業費用 １５１,１１７ ２,２４５ １５３,３６２

１ 営 業 費 用 １３９,６８８ ２,２４５ １４１,９３３

２ 処 理 場 費 ２２,３７２ ２,２４４ ２４,６１６ 委託料

３ 総 係 費 ９,６９３ １ ９,６９４ 負担金

補正予定額 計項 目 既決予定額

   令 和 ６ 年 度 南 九 州 市 公 共 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 （第 ２ 号） 実 施 計 画

収　益　的　収　入　及　び　支　出
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その他

他会計からの出資による収入

資金期首残高 １２４,７５４,５２８

資金期末残高 １３２,４２８,４３９

資金増加額（又は減少額） ７,６７３,９１１

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 ０

１５,０００,０００

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ ５０,１９３,４４８

財務活動によるキャッシュ・フロー △ ３５,１９３,４４８

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

負担金による収入 ３,０３０,０００

投資活動によるキャッシュ・フロー △ １３,８２０,０００

有形固定資産の取得による支出 △ １６,８５０,０００

補助金による収入 ０

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

利息及び配当金の受取額 ４,６００

利息の支払額 △ ７,６９２,７８４

業務活動によるキャッシュ・フロー ５６,６８７,３５９

０

小　計 ６４,３７５,５４３

未収金の増減額（△は増加） ０

未払金の増減額（△は減少） ０

受取利息及び受取配当金 △ ４,６００

支払利息 ７,６９２,７８４

貸倒引当金の増減額（△は減少） ０

長期前受金戻入額 △ ４４,６９９,７６０

資産減耗費 ０

賞与等引当金の増減額（△は減少） ２５,０００

当期純利益又は当期純損失（△） ６,６２８,２１８

減価償却費 ９４,７３３,９０１

令 和 ６ 年 度 南 九 州 市 公 共 下 水 道 事 業 予 定 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書
（ 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ７ 年 ３ 月 31 日 ま で ）

（ 単 位 ： 円 ）

1 業務活動によるキャッシュ・フロー
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目 節 既決予定額 補正予定額 計
千円 千円 千円

１ 下水道事業費用 １５１,１１７ ２,２４５ １５３,３６２

１ 営 業 費 用 １３９,６８８ ２,２４５ １４１,９３３

２ 処 理 場 費 ２２,３７２ ２,２４４ ２４,６１６

委 託 料 １０,６１８ ２,２４４ １２,８６２ 濃縮汚泥引抜業務委託 2,244

３ 総 係 費 ９,６９３ １ ９,６９４

負 担 金 ９３ １ ９４ 協議会等負担金 1

備   　　　　　　　　考款 項

（収益的支出）

令和６年度　南九州市公共下水道事業会計補正予算（第２号）説明書
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